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第4章 自主・協働による環境保全活動の促進
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（平成 21(2009) 年度実績）の団体が活動を行
いました。

（3）森林ボランティアの育成
県民が自主的に参画する県民参加の森林づくり

を進めるため、平成 21 年度には、森林ボランティ
ア団体の皆さんで結成した「三重県森づくり安全
技術・技能地域推進協議会」が実施する「チェー
ンソー安全技能講習、検定」に支援するとともに、
初心者向け研修を実施するボランティア団体に対し
て助成を行いました。

（4）みえ環境活動賞による自主的な環境保全活動の促進
県内の環境保全に関する自主的な取組を促進す

るため、環境保全に取り組む個人 ･ 団体を表彰する
「みえ環境活動賞」を平成 18（2006）年度か
ら実施しています。
平成 21（2009）年度は、44 件の応募があり、6
団体が受賞しました。

（1）広範な県民参加で進める環境県民運動の展開
地球温暖化防止をめざす県民運動

家庭における CO2 排出量の削減の促進を目的
に、平成 13（2001）年度から平成 20（2008）
年度にかけて一般家庭における電気使用量等を節
減する「みえのエコポイント事業」を展開しまし
た。( 延べ 10 万世帯が参加し、1,273ｔの CO2 を
削減）

平成 21(2009) 年度は、地域と企業が連携して
行うエコ通勤や環境教育等の実践を企業連携取組
で実施するとともに、県民の消費行動と絡め、カー
ボン・オフセット制度等を活用する新たな県民運動
の検討を進めました。

（2）エコオフィス運動の展開
平成 11(1999) 年度から関西広域連携協議会
の加盟団体とともに、夏季の一定期間において
冷房温度を 28℃に設定し、ノーネクタイ、ノー
上着などの軽装で過ごそうという「夏のエコス
タイル」に取り組んできました。
県庁内では、日常的な勤務はもちろん会議や出
張の場面でも夏期の軽装が徹底され、一つのラ
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イフスタイルとして定着してきています。
平成 15(2003) 年度からは、エコスタイルを含
む地球温暖化防止活動に資するための通年型
の運動である「関西エコオフィス運動」に取り
組んでいます。（平成 21(2009) 年度宣言事
業所：131）

なお、平成 17(2005) 年度からは、国も「ク
ールビズ」として同様の取組を提唱していま
す。

また、冬期には庁舎の暖房温度を 19℃に設
定し、重ね着の服装などで対応する「ウォーム
ビズ」に取り組みました。

（3）年間を通して行う自主的な庁舎周辺の美化行動
勤務する職場や周辺を美しくすることは、快適
な生活環境づくりを行う第一歩と考え、県職員
自らが各職場で年間を通して自主的に庁舎周辺
の美化行動を行っています。
平成 21(2009) 年度は、4,386 人の県職員が
このボランティア活動に参加しました。

（4）連携による環境教育実践活動の促進
持続可能な社会づくりに向けて、多様な主体が
環境教育を自主的に進め、具体的な行動を起こ
し、地域に根ざした環境保全活動の輪が拡が
ることを目的として、平成 17(2005) 年６月に
「三重県環境保全活動・環境教育基本方針」
を新たに策定しました。
この基本方針を具現化する取組として、企業、
学校、行政が連携して、子供たちが家庭におい
て省エネルギー活動を実践し、環境への意識を
高める「キッズ ISO14000 プログラム」に県
内企業 12 社からの協力を得て、13 市町 26
校 927 名の小学生が取り組みました。

また、四日市市において企業連携取組の一環
として複数の企業が連携して作成した、こども
向け環境教材を市内の３つの小学校で実践しま
した。
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